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ホウレンソウ　英名：Spinach　分類：ヒユ科アカザ亜科ホウレンソウ属に属する野菜
　学名：Spinacia oleracea L.

・�原産地：アフガニスタン周辺の中央アジア地域が原産地とされ、イランで栽培化が進んだ
と言われる。そこから東西へ発展し、性質の異なる東洋種と西洋種に分化した。
・温度適応性：低温性作物で冷涼な気候に適する。耐寒性が強く、-10℃にも耐える。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃。25℃以上では発芽率が低下する。
・生育適温：15 ～ 20℃。25℃以上で生育が抑制される。
・�光適応性：比較的弱い光でもよく耐えて生育するが、冬期弱光のビニールハウスなどでは
光線透過率をよくするようにする。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、耕土深く水はけのよい、有機質に富む砂質土壌に適する。
根は旺盛で広く密に分布し、吸肥力が強いが、加湿に弱い。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中生（ph6.5 ～ 7.0）。酸性には極めて弱く ph5.5 以下で生育は低下。
・�花芽分化と抽苔：長日作物。長日 ･低温条件で花芽分化が誘起され、長日 ･温暖条件で抽
苔は促進される。花芽は播種後一定期間経過すると分化し、長日期には 15 日以内、短日期
には 30 日内外で花芽分化期になる。抽苔は長日条件下 15 ～ 21℃の温度のとき最も早く、
抽苔の早晩は品種によって異なり、一般に東洋種は日長に敏感で抽苔が早く、西洋種は鈍
感で抽苔が遅い。

・作型別栽培方法
（１）�春まき栽培：3 ～ 5 月に播種、4 ～ 6 月に収穫する作型。気温上昇期の栽培となり、

後半の生育が早いので適期収穫に努める。また、4～ 5 月まきは日長が長く、抽苔し
やすいため晩抽性が求められる。

（２）�夏まき栽培：6～8月に播種、7～10月に収穫する作型。長日・高温下の栽培となるため、
最も栽培が難しく中間地では気温が高く栽培が困難なことから、冷涼地の栽培が中心
となる。6月は最長日長下となるため、最も抽苔しやすいが、7月中旬以後になると、
抽苔はあまり問題にならないが、降水量が多くなるため、雨よけ栽培が必要である。

（３）�秋冬まき栽培：9～11月に播種、10～3月に収穫する作型。生育適温下での栽培であり、
最も栽培しやすい。


